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（参考） 
特許技術の概要 

うなぎ養殖は天然のシラスウナギを飼育して行われますが、その資源量は減少しており、

１尾のシラスウナギを大きく育てて出荷することが求められていました。 
しかし、理由は明らかではありませんが、養殖で育てたうなぎは９割以上がオスになり、

大きく育てると身が硬くなり品質が低下する課題がありました。一方、メスのうなぎはオ

スにくらべて大きくなり、身がやわらかいことが知られていました。このことに注目した

愛知県水産試験場の研究者がメスを生産する技術開発に着手し、５年以上の歳月を経て、

大豆に含まれる大豆イソフラボンをうなぎに与え、効率的にうなぎをメスにする新技術を

開発しました。なお、この技術は愛知県と一色うなぎ漁業協同組合、共立製薬株式会社が共

同で 2021 年 11 月 4 日に特許を取得しました（特許第 6970992 号）。 
 

 

特許技術の模式図 
 


